
 

令和５年度 

主要・新規事業 
“ひと”づくり・“いえ”づくり・“まち”づくり 

市民といっしょに未来
あ す

の蒲郡を創ります 

 

 

 
 

 

蒲郡市  



  



蒲郡市では、ＳＤＧｓの達成に向けた施策展開を図っています。また、主要・

新規事業の項目にＳＤＧｓで掲げる１７の目標について、施策ごとに、関連す

る主要な目標を掲載します。 

 

※ＳＤＧｓ（Sustainable Development Goals） 

持続可能な開発目標。「誰一人取り残さない」社会の実現を目指し、経済・

社会・環境をめぐる広範囲な課題に統合的に取り組むための国際社会全体の開

発目標。 

 

  



事 業 内 容 一 覧 

１ 新型コロナウイルス感染症対策 

・プレミアム付商品券を発行し、市内経済の活性化を図ります           １ 

 

・キャッシュレス決済の導入促進を図ります                   ２ 

 

２ 子どもファースト 

・スクールソーシャルワーカーを配置し、 

教育相談体制の充実を図ります                        ３ 

 

・妊産婦さんの移動支援を実施します                      ４ 

 

・公立保育園にておむつを処分し、保護者の負担を軽減します           ５ 

 

・大塚地区において低年齢児保育の拡充を図ります                ６ 

 

・保護者との連携もアプリでスムーズに！ 

児童クラブに業務支援システムを導入します                  ７ 

 

３ 市民の居場所となる場の形成 

・市民の居場所・活動拠点となる場を整備する用地を取得します          ８ 

 

４ 地域包括ケアシステムの構築 

・基幹型地域包括支援センターを新たに設置します                ９ 

 

５ 市民の＂いのち＂を守る 

・市民病院での健診の申し込み・問診・結果確認が 

Ｗｅｂ上で可能になります                         １０ 

 

６ 安全で住みやすいまちづくり 

・通学路の交通安全対策を強化・推進します                  １１ 



 

・三世代で同居・近居する多様な世帯の住宅取得を支援します          １２ 

 

７ 名鉄西尾・蒲郡線の存続 

・名鉄西尾・蒲郡線の利用促進に取り組みます                 １３ 

 

８ 産業の振興 

・新たな企業用地の適地調査を実施します                   １４ 

 

９ シティセールス 

・官民一体で「がまごおり」の魅力を発信します                １５ 

 

１０ 地場産業などの振興 

・目指すべき将来の農地利用の姿を明確化する地域計画を策定します       １６ 

 

・知柄漁港及び周辺エリア整備基本構想を策定します              １７ 

 

・繊維産業の継続的な発展に向けた取組みを実施します             １８ 

 

１１ 観光産業の振興 

・新たな観光コンテンツの魅力創出を図ります                 １９ 

 

１２ 東港地区まちづくりの推進 

・日常的に過ごしたくなる居心地の良い 

空間形成に向けて計画を策定します                     ２０ 

 

１３ 都市基盤の整備 

・新たに松前公園を整備します                        ２１ 

 

・都市公園の老朽化した施設の更新を実施します                ２２ 

 



１４ ゼロカーボンシティ 

・ゼロカーボンシティの 

実現に向けた取組を推進します                       ２３ 

 

１５ サーキュラーシティ 

・サーキュラーシティの 

実現に向けた取組を推進します                       ２４ 

 

１６ 効率的な行財政運営 

・自治体ＤＸを推進します                          ２５ 

 

１７ モーターボート競走事業 

・ＳＧボートレースダービーを開催します                   ２６ 

 

・ボートレース蒲郡のキッズパーク建設工事 

及びコミュニティパーク基本実施設計を行います               ２７ 

 

 



新型コロナウイルス感染症対策 

プレミアム付商品券を発行し、 

市内経済の活性化を図ります 

スマートフォンを活用したデジタル商品券のほか、スマートフォンを利用で

きない方向けにカード商品券を発行し、地域の消費拡大を促進することで、

新型コロナウイルスの影響で落ち込んだ市内経済の活性化を図ります。 

 
事業費：111,512 千円 

財源内訳：県補助金 14,000 千円 
新型コロナウイルス感染症対策基金繰入金 97,512 千円 

 

デジタル商品券及びカード商品券を発行します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業内容（予定） 

発 行 総 額：２億６，０００万円（２０，０００セット） 

プレミアム率：３０％ 

販 売 価 格：１セット１０，０００円（１３，０００円分） 

利 用 期 間：令和５年１０月上旬から令和６年１月下旬まで 

購 入対象 者：市内在住者 

 

問い合わせ先 

産業振興部産業政策課 
電話：0533-66-1119 ﾒｰﾙ：shoko@city.gamagori.lg.jp 

デジタル商品券 

利用者説明会の実施や、コールセンター

の設置などにより、利用しやすい環境を

整えます。 

カード商品券 

継続 
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新型コロナウイルス感染症対策 

キャッシュレス決済の 

導入促進を図ります 

キャッシュレス決済端末導入補助、決済手数料補助、ポイント還元キャンペ

ーンを実施することで、市内のキャッシュレス決済の導入促進を図ります。 

 

事業費：148,991 千円  

財源内訳：県補助金 4,154 千円 

新型コロナウイルス感染症対策基金繰入金 144,837 千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業の実施予定 

実施予定：決済端末導入補助     令和５年４月から令和６年２月末まで 

決済手数料補助      令和５年４月から令和６年２月末まで 

ポイント還元キャンペーン 令和５年８月・令和６年２月 

 

 

 

 

問い合わせ先 

産業振興部産業政策課 

電話：0533-66-1119 ﾒｰﾙ：shoko@city.gamagori.lg.jp 

新たなキャッシュレス手段を導

入した事業者に対し、それに要

した機器等の購入費の３分の２

（上限５万円）を補助します。 

決済手数料補助 

事業者がキャッシュレス決済

に要した手数料の３分の１（上

限３万円）を補助します。 

 

ポイント還元キャンペーン 

キャッシュレス決済事業者を

活用した還元率２０％のポイ

ント還元キャンペーンを実施

します。 

決済端末導入補助 

継続 
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子どもファースト 

スクールソーシャルワーカーを配置し、 

教育相談体制の充実を図ります 

いじめ、不登校、暴力行為、児童虐待など生徒指導上の課題に対
応するため、社会福祉士や精神保健福祉士等の福祉に関する専門
的な資格を有する者をスクールソーシャルワーカーとして学校教
育課に配置し、市内２０小中学校へ派遣します。 
 

事業費：3,071 千円（財源内訳：県補助金 1,016 千円 一般財源 2,055 千円） 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問い合わせ先 

教育委員会学校教育課 

電話：0533-66-1165 ﾒｰﾙ：gakko@city.gamagori.lg.jp 

新規 

問題を抱える児童が置かれた 

環境への働きかけ 

教職員等への研修 
保護者、教職員等に対する 

支援・相談・情報提供 

学校内における 

チーム体制の構築・支援 

関係機関等とのネットワークの構築・連携・調整 

 配置場所：学校教育課 ※市内２０校へ派遣 

 配置人員：１名 
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子どもファースト 

妊産婦さんの移動支援を 

実施します 

妊産婦さんの通院や健診受診など、移動にかかる負担を軽減し、安心して子ど
もを産み育てる環境を確保するため、移動支援策として、タクシーの利用料金
を助成します。 

 

事業費：1,874 千円（財源内訳：一般財源 1,874 千円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開始時期：令和５年４月１日 

利用期間：母子健康手帳交付後から出産予定日の２年後の月末まで 

①妊産婦等タクシーチケットの配布 

母子健康手帳交付時にチケットを配布します。 

    ※ 陣痛時のタクシーの利用は事前の相談が必要です。 

②市外医療機関等利用時のタクシー料金の助成 

ア 利用前に申請し、支給決定を受けてください。 

イ タクシー利用後に申請（オンライン可）に基づき利用料（１回上限 5,000 円）を償還払い 

します。 

 

 

 

問い合わせ先 

健康福祉部健康推進課 

電話：0533-56-2305 ﾒｰﾙ：uminoko@city.gamagori.lg.jp 

外出の際利用できる 5,000 円分のタクシー

チケットと、陣痛時に利用できる無料タクシ

ーチケットを配布します。 

 

（対象者）令和５年４月１日以降に 

母子健康手帳を交付する方 

（市内在住） 

 

市外の医療機関等で妊産婦健診及び乳児健

診の受診や産後ケアを利用する際、1回の利

用につき上限 5,000 円の費用を助成します。 

 

（対象者） 

 令和５年４月１日以降に母子健康手帳を

交付する方のうち、以下に該当する方 

・疾患や多胎妊娠等で、健康上の特別な管理

が必要なため、市外の医療機関で出産され

る方 

・自立支援医療受給者証を所持している方 

・市外の医療機関で出産し、引き続き出産病

院で産後ケアを利用する方 

①妊産婦さんタクシーチケット 

新規 

②市外医療機関等利用時の 

タクシー料金の助成 
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子どもファースト 

公立保育園にておむつを処分し、 

保護者の負担を軽減します 

使用済み紙おむつの持ち帰りを廃止し、保育園で回収、処分することで、保

護者の負担を軽減します。 

 

事業費：4,467 千円（一般財源：4,467 千円） 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象施設： 公立保育園１５園 

開始時期： 令和５年７月開始予定 

健康福祉部子育て支援課  

電話：0533-66-1107 ﾒｰﾙ：kosodate@city.gamagori.lg.jp 

新規 

問い合わせ先 

保育園 

①紙おむつ持参 

②使用済み紙おむつ持ち帰り ③自宅で処分 

保護者 

保護者 保育園 
①紙おむつ持参 

【これまで】 

【令和５年７月から】 

園で処分 

5



子どもファースト 

大塚地区において 

低年齢児保育の拡充を図ります 

市内の保育園では、低年齢児の入所希望者が増加し、施設の老朽化とあいまっ

てその改修が急務となっています。 

大塚地区において早期に低年齢児保育（０・１歳児）を実施するため、保育園

の建設を図ります。 

 

事業費：4,600 千円（一般財源：4,600 千円） 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容：基礎調査、保護者等説明、工事期間中の保育場所等の基本計画策定など 

今後の予定：令和６～７年：設計業務 

      令和８年：建物建設工事 

      令和９年：開園（予定） 

健康福祉部子育て支援課  

電話：0533-66-1107 ﾒｰﾙ：kosodate@city.gamagori.lg.jp 

新規 

問い合わせ先 
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子どもファースト 

保護者との連携もアプリでスムーズに！ 

児童クラブに業務支援システムを導入します 

児童クラブとの連絡等をアプリで行い、保護者の利便性の向上を図ります。 
 

事業費：13,699 千円 
（財源内訳：国庫補助金 2,957 千円 県補助金 2,957 千円 一般財源 7,785 千円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    特別教室・・・理科室、音楽室、多目的室、美術室、木工室、調理室 

 

 

 

 

 

 

事業内容 

導入予定日：令和５年１０月から 

 対象施設 ：市内児童クラブ 

 

 

 

 

問い合わせ先 

教育委員会教育政策課 

電話：0533-66-1166 ﾒｰﾙ：shomu@city.gamagori.lg.jp 

入退室管理システム 

・入退室時にＱＲコードやＩ

Ｃカードなどを専用端末に

かざして、打刻します。 

・保護者はシステムに登録す

ることにより、児童の入退

室時間をスマートフォン等

にてリアルタイムで確認で

きます。 

・児童の入退室管理をシステ

ムで行うことで各種帳票が

自動作成され、クラブ職員

の業務負担の軽減につなが

ります。 

確実な情報連携 

・保護者はアプリを使って、い

つでも欠席連絡などが行え

ます。 

・児童クラブから保護者への

連絡も、保護者がその連絡

を確認したか分かるため、

確実に情報を伝えることが

できます。 

・災害時に職員はタブレット

を使用して、避難先から迅

速かつ的確な対応が行えま

す。 

ペーパーレス化 

・児童クラブや教育委員会か

らのお知らせについて、アプ

リを通じて配信することに

より、紙での印刷物を削減す

ることができます。 

新規 
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市民の居場所となる場の形成 

市民の居場所・活動拠点となる場 

を整備する用地を取得します 

図書館機能、ホール機能、生涯学習センター機能を核とした、市民の居場所、活動拠点と

なる場を整備するため、蒲郡駅周辺エリアで用地を取得します。 

 

事業費：1,430,000 千円 

（財源内訳：モーターボート競走事業収益基金繰入金 1,430,000 千円） 

（位置図） 

 

・取得予定場所 

蒲郡市宝町地内 

（ＪＲ・名鉄蒲郡駅の北西側） 

・土地の現況 

更地 

・取得予定面積 

約１２，０００㎡ 

・取得予定価格 

約１，４３０，０００，０００円 

※取得面積及び取得価格は、測量を経て 

確定します。 

 

 

 

 

 

 

問い合わせ先 

教育委員会教育政策課（用地取得、図書館機能） 

電話：0533-66-1219 ﾒｰﾙ：kyoiku@city.gamagori.lg.jp 

教育委員会生涯学習課（ホール・生涯学習センター機能） 

電話：0533-66-1167 ﾒｰﾙ：gakushu@city.gamagori.lg.jp 

総務部公共施設マネジメント課（基本構想・基本計画の策定） 

電話：0533-66-1214 ﾒｰﾙ：k-mane@city.gamagori.lg.jp 

どんな場所になるの？ 

蒲郡駅周辺エリアに、「集う」「憩う」「学ぶ」「発信する」など、多様

な機能が融合した施設を整備します。文化交流を促進するとともに、市

民の皆さんや市外からの方の「したい」を実現する、市民主体のまちの

拠点を目指します。 

事業予定：令和４～５年度 基本構想・基本計画づくり 

     令和５年度   用地取得 

令和５年度以降 設計、工事着手 

取得予定地 

新規 
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地域包括ケアシステムの構築 

基幹型地域包括支援センターを 

新たに設置します 

団塊の世代が７５歳以上となる２０２５年を目前に控え、高齢者の介護や医療に関

する対応件数の増加が見込まれるため、新たに基幹型地域包括支援センターを設置

します。 

基幹型地域包括支援センターでは、市内５ヵ所にある地域型の地域包括支援センタ

ーを統括し、８０５０問題や高齢者虐待などへの対応や介護人材の育成などに取り

組みます。 

事業費：13,573 千円（財源内訳：諸収入 13,573 千円） 
           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問い合わせ先 

健康福祉部長寿課 地域包括ケア推進室 

電話：0533-66-1105 ﾒｰﾙ：choju@city.gamagori.lg.jp 

 開 設 日：令和５年４月１日 

 開 設 場 所：蒲郡市勤労福祉会館 １階 

 職 員 配 置：介護支援専門員（ケアマネジャー）１名、社会福祉士１名 

介護人材の育成 
 

ケアマネジャーなど介護職員に向けた

研修の開催や困難ケースへの対応にお

ける支援などを行います。 

高齢者虐待への対応 
 

高齢者への身体的・経済的な虐待への

対応や情報収集のための訪問調査など

を行います。 

新規 
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市民の“いのち”を守る 

市民病院での健診の申し込み・       

問診・結果確認が Web 上で可能になります 

市民病院での人間ドック・生活習慣病予防健診等の申し込み・問診・健診結

果の確認が、ご自身のスマートフォンやパソコン等でできる「健診Ｗｅｂソ

リューション」を導入し、受診者の利便性の向上を図ります。 

 

事業費：2,044 千円（財源内訳：一般財源 2,044 千円） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問い合わせ先 

蒲郡市民病院 地域医療推進総合センター 

電話：0533-66-2200 ﾒｰﾙ：renkei@city.gamagori.lg.jp 

開始時期：令和５年８月（予定） 

事業費内訳：初期導入委託料 1,810 千円、システム使用料 234 千円 

健診Ｗｅｂソリューションでできること 

 

健診の空き状況を確認

して、受診日を自分で

決められます。 

健診の申し込み 
 

当院指定の問診票の記

入を、事前にＷｅｂ上

で行えます。 

問診票の記入 
 

受診した健診の結果を

Ｗｅｂ上で見ることが

できます。 

健診結果の確認 

新規 

 

利用できる方 

市民病院で行う以下の健康診査を受診する方 

① 人間ドック 

 ② 生活習慣病予防健診（協会けんぽの健診） 

 ③ 特定健康診査 

 ④ 国民健康保険及び後期高齢者医療保険健康診査 

 ⑤ 各事業所が行う健康診査 
 
※ 個人で健診を申し込む（健診費用全額自己負担の）場合を除いて、別途 

保険者（保険年金課や勤務先）への事前申し込み等が必要です。 
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建設部道路建設課 交通安全プログラム推進室 

電話：0533-66-1227 ﾒｰﾙ：tsupro@city.gamagori.lg.jp 

安全で住みやすいまちづくり 

通学路の交通安全対策を 

強化・推進します 

蒲郡市通学路交通安全プログラムに基づき抽出された危険箇所について、児童

の滞留場所及び歩道設置の道路設計などを実施し、交通安全対策を強化・推進

します。 

事業費：85,250 千円 

財源内訳：国庫補助金 37,024 千円 ふるさと蒲郡応援基金繰入金 35,396 千円 

市債 12,800 千円 一般財源 30 千円  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計対象路線：市道御嶽上音羽１号線、市道空ケ谷下地１号線、市道緑町旭町１号線ほか２路線 

       市道殿門平田門１号線、市道三谷東５３号線、市道田中荒木１号線、市道土生神田１号線 

防護柵の設置：市道宮成町清田前田１号線ほか３路線 

側溝蓋の設置：市道走り田中屋敷２号線ほか２路線 

カラー舗装等：市道松原町１４号線ほか６路線 

通学路の安全確保に向けた取組を

行うため、関係機関と連携し、「蒲郡

市通学路交通安全プログラム」の取

組方針に基づき、通学路の点検、対策

の実施、効果の把握、改善等を実施し

ます。 

問い合わせ先 

蒲郡市通学路安全対策連絡協議会

の連携を強化し、着実かつ効果的な対

策の実施を図るため、国の補助金等を

積極的に活用し、通学路の交通安全対

策を実施します。 

新規 拡充 
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安全で住みやすいまちづくり 

三世代で同居・近居する多様な世帯の 

住宅取得を支援します 

今までの「三世代同居・近居促進補助金」の対象を拡大し、幅広い方が利用

できるように制度を変更します。多様な世帯が安心して暮らせる居住環境形

成のための住宅取得を支援します。 

 

事業費：7,200 千円（財源内訳：一般財源 7,200 千円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補助事業の実施予定 

事 業 内 容：三世代（親・子・孫）で新たに同居または近居するために、住宅を取得（新築、改築、 

増築、リフォーム、購入）する方を支援します。 

受付開始予定：令和５年４月１日から 

補 助 額：対象工事費（工事費）または購入費の１／２以内かつ上限額以下 

      【上限額】同居の場合 ３０万円（リフォームの場合は、２０万円） 

     近居の場合 １０万円 

※上限額は加算額を含めての金額になります。 

（加算項目）取得する住宅が居住誘導区域内かつ子育て世帯の場合 

      同居の場合１０万円、近居の場合５万円 

主な補助要件：認定申請時に市外に居住または市内の賃貸住宅に居住していること。 

リフォームの場合は、住宅が耐震基準を満たしていること。 

交付後、３年以上定住すること。 

 

 問い合わせ先 

建設部建築住宅課 

電話：0533-66-1132 ﾒｰﾙ：kenchiku@city.gamagori.lg.jp 

三世代同居・近居で新生活を始める方を応援します 

  

 

 

 

  

 

 

同 居 近 居 

蒲郡市内 

又は 

新規 
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名鉄西尾・蒲郡線の存続 

名鉄西尾・蒲郡線の利用促進に        

取り組みます  

名鉄西尾・蒲郡線の運行の継続に向け、魅力向上を目的として、名古屋鉄道
株式会社と西尾市との連携による利用促進事業の推進や市民まるごと赤い電
車応援団、各種団体等の利用促進活動を支援し、利用促進に取り組みます。 

事業費：7,960 千円（財源内訳：一般財源 7,960 千円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 名古屋鉄道株式会社、西尾市との連携による利用促進事業の推進 

蒲郡市、西尾市、名古屋鉄道株式会社の３者で締結した「名鉄西尾・蒲郡線に関する連携合意書」に

基づき、利用促進事業を推進します。鉄道車両の活用や線路沿線でのイベント開催、にしがま線を題材

にしたコンクールなど、新たな取組による PR 事業を行い、利用啓発と誘客を図ります。 

２ 市民まるごと赤い電車応援団や各種団体等の利用促進活動の支援 

 各種団体等の利用促進活動を支援し、官民一体となり存続に向けた活動に取組みます。 

３ 西浦駅待合所整備事業 

「がまごおり公共建築学生チャレンジコンペ２０２３」を実施し、愛着を持って利用してもらえる待

合所を整備し、駅利用者の利便性や快適性の向上を図ります。 

 

 
問い合わせ先 

市民生活部交通防犯課  

電話：0533-66-1156 メール：kotsu@city.gamagori.lg.jp 

 

西浦駅待合所整備事業 

継続 

鉄道車両を活用した誘客事業 にしがま線 PR 事業 にしがま線沿線イベント 

主な利用促進事業 

利用促進活動の支援 

御駅印

13



産業の振興 

新たな企業用地の 

適地調査を実施します 

市内における雇用創出及び地域経済の活性化を目的として、新たな企業用地

の適地調査を実施します。 
 

事業費：8,700 千円（財源内訳：ふるさと蒲郡応援基金繰入金 8,700 千円） 

 

平成２０年度に検討した企業用地候補地の再検討に加えて、

現在の土地利用状況や法規制等を踏まえ、新たな視点で、

本市に適した企業用地の適地調査を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業の実施予定 

業務期間     令和５年４月から令和６年３月まで 

業務内容     都市計画上の課題整理 

    企業用地確保に関する基本方針の決定 

    企業用地に適した候補地の抽出 

    候補地の現況整理及び開発検討優先順位の決定 

         

 

 

問い合わせ先 

産業振興部産業政策課 

電話：0533-66-1211 ﾒｰﾙ：sangyo@city.gamagori.lg.jp 

新規 
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シティセールス 

官民一体で「がまごおり」の         

魅力を発信します 

シティセールス基本方針に基づく事業等を実施し、「がまごおりじなる」を

発信します。 

事業費：7,437 千円 

（財源内訳：ふるさと蒲郡応援基金繰入金 4,000 千円 一般財源 3,437 千円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・シティセールス基本方針に基づく事業 

“蒲郡らしい”“蒲郡ならでは”の活動や食べ物、景色の周知等について、基本方針の

コンセプト「がまごおりじなる」を活用し、官民一体となって取り組みます。 

・ロケを通じたまちづくり事業 

ロケ誘致のための WEB サイトを活用し、新たなロケ誘致に取り組みます。 

 

 

 
産業振興部観光まちづくり課 シティセールス推進室 

電話：0533-66-1225 ﾒｰﾙ：citysales@city.gamagori.lg.jp 

シティセールス基本方針に 

基づく事業 

官民一体で作り上げたシティセール

ス基本方針に基づき、人・モノ・景色

など様々な視点からの蒲郡の魅力に

ついて、知る、作る、広める活動を官

民一体で展開します。 

ロケを通じたまちづくり事業 

シティセールスの推進にあたって

効果の高い映画等のロケ誘致に取

り組むとともに、ロケ後の誘客につ

ながる施策など、ロケを通じたまち

づくり事業を展開します。 

問い合わせ先 

継続 
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新規 地場産業などの振興 

目指すべき将来の農地利用の姿を 

明確化する地域計画を策定します 

高齢化や人口減少により農業者の減少や耕作放棄地が拡大し、地域の農地が適
切に利用されなくなることが懸念されており、地域内外から農地の受け手を幅
広く確保しつつ、農地の集積・集約化など農地利用の最適化を図るため、地域
での話し合いによる“目指すべき将来の農地利用の姿”を明確化した「地域計
画」を策定していきます。 

 

事業費：12,562 千円（財源内訳：国庫補助金 12,562 千円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

各地域で農業の将来の在り方等を協議 

問い合わせ先 

産業振興部農林水産課 

電話：0533-66-1126 ﾒｰﾙ：norin@city.gamagori.lg.jp 

・農業の将来の在り方 

・農業上の利用が行われる農用地の区域 

・その他のうちの効率的かつ総合的な利

用を図るために必要な事項 

地域計画を策定 

各地域での協議に基づき次の３つを定めた 

地域計画を策定 

① 地域計画の区域 

② ①の区域における農業の将来の在り方 

③ ②に向けた農用地の効率的かつ総合的な 

利用に関する目標 

※農業を担う者ごとに利用する農地等を示し

た「目標地図」を作成 

実施内容：市内８地域でワークショップを開催 

ワークショップでの協議内容に基づき地域計画を策定 
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地場産業などの振興 

知柄漁港及び周辺エリア 

整備基本構想を策定します 

知柄漁港及び周辺エリアの現状と課題を整理し、目標像等を設定した基本構想

を策定します。 

 

事業費：3,000 千円（財源内訳：一般財源 3,000 千円） 
 

 

 
 

知柄漁港及び周辺エリアに市民や 

観光客等が訪れ、飲食や買い物、 

体験アクティビティなどが楽しめ 

る魅力的かつ活気のあるエリアと 

するため、事業者、関係団体、市 

民などの地域経済に関わる人々の 

意見を取り入れ、知柄漁港を核と 

した将来ビジョン（整備基本構想） 

を策定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問い合わせ先 

産業振興部農林水産課 

電話：0533-66-1126 ﾒｰﾙ：norin@city.gamagori.lg.jp 

西浦半島 

（蒲郡市航空写真） 

 

策定期間：令和５年４月から令和６年３月まで  

実施内容：現状と課題の整理、整備目標像の設定、既存施設の課題の整理 

      港湾施設規模の検討、ゾーニング図及び計画概要資料の整理 等 
 

新規 
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地場産業などの振興  

繊維産業の継続的な発展に向けた 

取組みを実施します 

本市の繊維を活用した製品を全国に発信していくために、事業の活性化を推

進する組織を形成し、著名なデザイナー・モデル等と共同で製品開発を行い

ます。 

事業費：17,880 千円  
（財源内訳：国庫補助金 8,750 千円 一般財源 9,130 千円） 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新製品開発 

 
 
 
 
 
 

コミュニティ形成 

 
 
 
 
 
 

問い合わせ先 

産業振興部産業政策課 
電話：0533-66-1119 ﾒｰﾙ：shoko@city.gamagori.lg.jp 

事業の実施予定 

事業期間     令和５年４月から令和６年３月まで 

事業内容     繊維関連企業の若手を中心に事業活性のためのコミュニティ形成 

    デザイナー・モデル等と共同で製品開発 

 

雇用の創出 

次世代を担う若者

を市内繊維業界に

取込む 

情報発信 

有効なコンテンツを

活用した製品紹介 

令和５年度事業 

継続的な繊維業界の発展 

市内繊維業界の 
若手を中心に 

コミュニティ形成 

コミュニティ

メンバー及び

著名なデザイ

ナー等と共同

で製品開発 

繊維産業の 

魅力向上！ 

高付加価値 
の創出 

新規 
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観光産業の振興 

新たな観光コンテンツの 

魅力創出を図ります 

蒲郡の特産物である「みかん」「深海魚」といったコンテンツを活用し、市

内宿泊施設における高付加価値化した商品開発やサービス提供をするととも

に、観光施設への回遊性向上を図ります。また、各施設の新しい旅行形態に

対応した高付加価値化の企画検討も推進します。 
 

事業費：6,353 千円（財源内訳：ふるさと蒲郡応援基金繰入金 6,353 千円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

事業の実施予定 

実施期間：令和５年４月から令和６年３月まで 

実施内容：コンテンツプロダクト設計、新しい旅行形態のコーディネート 

 

 

 

 

問い合わせ先 

産業振興部観光まちづくり課 

電話：0533-66-1120 ﾒｰﾙ：kanko@city.gamagori.lg.jp 

宿泊施設と一次産業が連携し、高付加価値化（みかんや深海魚のブランド化）した商品開

発を行い、既存のコンテンツをブランディングすることで、新たな魅力を創出する企画を

実施します。宿泊施設にて、コンテンツに魅力を感じた観光客が、観光施設へと周遊する

ことに繋がり、体験型商品及び特産品の購入促進へと結びつける。また、地域一体で面的

に施策実施することで、観光によるイメージ戦略を図っていく。 

新規 
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東港地区まちづくりの推進 

日常的に過ごしたくなる居心地の良い 

空間形成に向けて計画を策定します 

東港地区まちづくりビジョンの実現に向けて、ワークショップや社会実験、

民間事業者との対話を行いながら令和５年度から令和７年度に 

かけて土地利用計画を策定します。 

 

事業費：73,000 千円 

（財源内訳：ふるさと蒲郡応援基金繰入金 73,000 千円） 

債務負担行為限度額：令和６年度～令和７年度 146,000 千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業 務 名 ： 土地利用計画案作成及び公民連携まちづくり推進業務 

発 注 方 式 ： 公募型プロポーザル方式 

契 約 期 間 ： 令和５年度～令和７年度 

 

 問い合わせ先 

建設部東港地区開発推進室 

電話：0533-66-1281 ﾒｰﾙ：higashikou@city.gamagori.lg.jp 

東港の埋立てを中心とした具体的なエリアの土地利用計画を策定します。誰もが日常的に過ごした

くなる居心地の良い空間づくりに向けて、ワークショップや社会実験により、市民等が主体的に公共

空間を使いこなせる仕組みづくりの支援や、市民が心地よく過ごすことのできる空間デザインを行い

ます。また、民間資金活用による土地利用の検討を行い実現性のある計画づくりを行います。 

えき・みなと・竹島の周辺にある公共空間を

活用して行う社会実験を空間デザインに反

映していきます。 

市民や事業者との対話を通じて公共空

間の使いこなしや、具体的な土地利用

の計画を作るなど、公民連携により進

めていきます。 

新規 
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都市基盤の整備 

新たに松前公園を 

整備します 

水竹町松前地内（蒲郡中部土地区画整理事業地区内）に新たに公園を整備し

ます。市民の皆さまの憩いの場となるように公園づくりを進めます。 

 
事業費：42,900 千円  

（財源内訳：県補助金 3,000 千円 市債 29,700 千円 一般財源 10,200 千円）  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実 施 期 間：令和５年８月から令和６年３月（予定） 

オープン予定：令和６年７月（芝生養生の状況により変更となる場合があります） 

実 施 場 所：蒲郡市水竹町松前地内（蒲郡中部土地区画整理事業地区内） 

公 園 面 積：１,３００㎡ 

 

 

 

 

問い合わせ先 

都市開発部都市計画課  

電話：0533-66-1141 ﾒｰﾙ：keikaku @city.gamagori.lg.jp 

近隣にお住いの方を対象にアンケート調査を実施し、市民の皆さまに親しんでいただけ

る公園となるように計画しました。公園内には、遊具や東屋を配置し、憩える空間を整

備します。 

位置図 

N 

松前公園 

水竹公園 

 

新規 
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都市基盤の整備 

都市公園の老朽化した施設の 

更新を実施します 

老朽化した公園施設の更新を行い、市民の皆さまが安全にご利用いただける

ように公園づくりを進めます。 

事業費：102,651 千円 

財源内訳：国庫補助金 41,350 千円 県補助金 5,160 千円 

市債 49,200 千円 一般財源 6,941 千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施期間：令和５年８月から令和６年３月（予定） 

実施場所：西田川公園（遊具、照明灯更新）、向山公園（遊具更新）、天伯公園（遊具、照明灯更新）、 

薮田公園（パーゴラ更新）、北浜公園（東屋更新）、若宮公園（遊具、トイレ更新）、 

前田公園（トイレ更新）、矢田公園（照明灯更新） 

 

 

 

 

問い合わせ先 

都市開発部都市計画課  

電話：0533-66-1141 ﾒｰﾙ：keikaku @city.gamagori.lg.jp 

トイレのバリアフリー化 

市民の皆さまが安全に公園を利用していただけるように、老朽化した遊具や照明灯等を

更新します。また、高齢者や障がい者の方が安心して利用できるようにトイレのバリア

フリー化を行います。 

（イメージ写真） 

遊具の更新 

新規 継続 
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ゼロカーボンシティ 

ゼロカーボンシティの 

実現に向けた取組を推進します 

「ゼロカーボンシティ」の実現に向け、市民の皆さまと一体となって取り組み

ます。 

事業費：101,604 千円 
財源内訳：国庫補助金 8,925 千円 県補助金 1,582 千円 

ふるさと蒲郡応援金繰入金 11,475 千円 
諸収入 465 千円 一般財源 79,157 千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民生活部環境清掃課 

電話：0533-57-4100 ﾒｰﾙ：kankyo@city.gamagori.lg.jp 

問い合わせ先 

◇ 住宅用地球温暖化対策設備導入費補助金の拡充 

○住宅用リチウムイオン蓄電池導入促進費補助金…補助件数を５０件から６０件に拡充 

○電気自動車等充給電設備導入促進費補助金…補助件数を２件から１０件に拡充 

◇ 公共施設への太陽光発電設備・蓄電池の設置 

公共施設の新築や改修にあわせ太陽光発電を導入します。 

また、既存施設への導入を計画的に進めます。 

○新築施設：消防署西部出張所（16.5kW）○既存施設：しおつ児童館（5kW） 

◇ 公共施設のＬＥＤ化の推進 
一括リース方式（150 施設）により、現在、公共施設約９割のＬＥＤ化が完了 

残りの小中学校等のＬＥＤ化工事を順番に行います。 

○市内中学校（６施設） ○中央小学校ナイター照明 

● 再生可能エネルギー・省エネ設備の導入を促進し、CO2 排出量を削減します 

◇ 公用車への次世代自動車の導入 

公用車の電気自動車等への転換を計画的に進めます。 

○購入台数：電気自動車（ＥＶ）７台、ハイブリッド車（ＨＶ）１台 

◇ 次世代自動車購入費補助金の拡充 

FCV 車に加え、新たに電気自動車（EV）を補助対象とし、電気自動車の普及を後押しします。 

○電気自動車１台あたり５万円（２０台分） 

● 次世代自動車の普及を促進します 

● 市民の皆さまの地球温暖化対策の取り組みを支援します 

◇ 地球温暖化対策実行計画改訂業務の実施 

  ゼロカーボンシティ実現のために区域施策編の見直しに着手します。 

令和５年度は、再生可能エネルギー等の基礎調査や現計画の進捗状況の分析等を行います。 

新規 拡充 

● 蒲郡市地球温暖化対策実行計画の見直しを進めます 
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サーキュラーシティ 

サーキュラーシティの 

実現に向けた取組を推進します 

環境面に配慮し、経済的にも社会的にも廃棄物や汚染を発生させないという

考えのもと、今まで廃棄されていたものを「資源」として考え、資源を循環

させる経済の仕組みである「サーキュラーシティ」の実現に向けて、アクシ

ョンプランに則り、サーキュラーエコノミーを推進します。 

事業費：25,771 千円 

財源内訳：国庫補助金 12,600 千円 ふるさと蒲郡応援基金繰入金 12,600 千円 

一般財源 571 千円 

 

 
◇ 社会課題解決のため、社会実装を目指し、各分野における実証実験を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

◇ サーキュラーエコノミーについての理解促進のため市民向けのセミナーを開催します。また、事業

者向けに新商品・新サービスの創出のため、異業種マッチングを促進します。 

 

 

 

 

 

 

 

◇持続可能な社会の実現に向けた活動についてまとめた報告書である、自治体版サステナビリティレポ

ートを作成します。 

問い合わせ先 

企画部企画政策課 サーキュラーシティ推進室 

電話：0533-66-1226 ﾒｰﾙ：circular@city.gamagori.lg.jp 

拡充 

実証実験プロジェクトの実施 

※写真は令和４年度実施したものであり、イメージ写真です。 

市民向けや事業者向けのセミナーの開催 

サステナビリティレポートの策定 

新規 
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効率的な行財政運営 

自治体 DX を 

推進します          

データ活用による行政運営や LINE を使った行政サービスの展開を行い、自

治体 DX(デジタル・トランスフォーメーション)を推進します。 

※デジタル・トランスフォーメーションとは 

デジタル技術を活用することによって、新たな価値やサービスを生み出し、生活が良くなって

いくこと。 

事業費：4,312 千円（財源内訳：一般財源 4,312 千円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

蒲郡市 LINE 公式アカウントの利用方法 
スマホなどで左の二次元コードを読み込み、友だち登録をお願いします。 

LINE の「友だち追加」の「検索」でアカウント【＠gamagori.city】を検

索でも友だち登録ができます。 

新型コロナウイルス感染症の情報やイベント情報をゲットできるほか、コ

ロナワクチンの予約もできます。今回の機能拡張によって行政手続なども

行えるようになります。 

 

 

 

問い合わせ先 

企画部デジタル行政推進課 

電話：0533-66-1209 ﾒｰﾙ：joho@city.gamagori.lg.jp 

人々の興味関心や人流といったビッグデ

ータを把握・分析することで、観光をはじ

めとする施策の立案や実施に活用します。 

LINE 公式アカウントの機能拡張を行いま

す。利用者の属性や興味によって情報発信

する内容を分ける「セグメント配信」を行う

ほか、行政手続をはじめとする行政サービ

スが LINE からできるようになります。 

ビッグデータの活用 

新規 

LINE 公式アカウントの活用 

LINE 

25



 

SG

PG1

G1

G2

G3

一般戦

モーターボート競走事業 

ＳＧボートレースダービーを 

開催します 

５年ぶり３回目の開催（SG の中でも最も歴史と権威のある大会） 

 

発売収入：17,510,000 千円  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

開 催 日：令和５年１０月２４日（火）から１０月２９日（日）までの６日間 

出場選手：勝率の上位者、前年度のボートレースダービー優勝者、 

     ボートレースグランプリ優勝戦出場者６名、直前のボートレースメモリアル優勝者 

優勝賞金：４，０００万円 

来場者数：３０，０００人超（予定） ※コロナ感染症対策により入場規制も想定されます 

問い合わせ先 

ボートレース事業部経営企画課 

電話：0533-67-6606 ﾒｰﾙ：kyotei@city.gamagori.lg.jp 

ＳＧ競走に加えて、Ｇ１東海

地区選手権競走も実施しま

す。 

ＳＧ（スペシャルグレード）の種類 

①ボートレースクラシック 

②ボートレースオールスター 

③グランドチャンピオン 

④オーシャンカップ 

⑤ボートレースメモリアル 

⑥ボートレースダービー 

⑦チャレンジカップ 

グ
ラ
ン
プ
リ
＆ 

グ
ラ
ン
プ
リ
シ
リ
ー
ズ 

（賞
金
王
決
定
戦
） 

【売上規模１５０億円】 【売上規模２００億円】 

年
間
獲
得
賞
金
上
位
者
が
出
場 

新規 
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モーターボート競走事業 

ボートレース蒲郡のキッズパーク 

建設工事及びコミュニティパーク 

基本実施設計を行います 

ウエストガーデンエリアにおいて、キッズパーク建設工事を実施するとともに、

コミュニティパークを整備するための工事基本実施設計を行います。 
事業費：659,500 千円 

（キッズパーク建設事業費 610,500 千円、コミュニティパーク基本実施設計 49,000 千円） 
（財源内訳：一般財源 659,500 千円） 

※キッズパーク建設費については、ボートレース振興会が 100,000 千円を別途負担。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

■キッズパーク 

工事期間：令和５年５月から令和６年３月まで（予定） 

■コミュニティパーク 

設計期間：令和５年５月から令和６年３月まで（予定） 

※キッズパークは令和６年度、コミュニティパークは令和７年度の開業を目指します。 

問い合わせ先 

ボートレース事業部経営企画課  

電話：0533-67-6606 ﾒｰﾙ：kyotei@city.gamagori.lg.jp 

・ウエストガーデンとキッズコートをリニューアルするキッズパークでは、子供の年齢に応じ

た遊びの機能及び自然要素を取り入れ、遊具と自然が一体となった遊びの機能を創出します。 

・南側駐車場の一部に整備するコミュニティパークでは、子どもたちの健全な育成と老若男女

問わず世代間交流ができる拠点として、地域に開かれた憩いと賑わいの空間を創出します。 

イメージ図 
＜キッズパーク＞ 

新規 
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